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す。12 月 3 日にはまだあまり植物プランクトンは多くありません









図１．2000 年から 2001 年の冬の有明海の赤潮（白い海域） 
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３．東シナ海の環境 
東シナ海では、最近中国や韓国沿岸で赤潮が多く発生しています。
韓国沿岸の赤潮が、対馬海峡を渡って、日本沿岸に来たことがある
とも言われています。また日本海側を中心に問題となっているエチ
ゼンクラゲも東シナ海から対馬海峡を通って日本海に入ってきてい
るといわれています。さらにさまざまな国のゴミが、沿岸に打ちあ
がることも話題になっています。人工衛星による観測では、クラゲ
やゴミを直接見ることはできません。しかし、有明海に関して述べ
たように、赤潮を観測することは可能です。実際に韓国で最近頻繁
に起こっている赤潮の発生状況や、それが日本に伝わってくる様子
も観測されています。またクラゲの流入が、中国の大河川である長
江からの淡水と関係あるとも考えられていますが、この長江の淡水
の流れは、人工衛星で植物プランクトンの多い海域として見ること
ができます（図２）。 
 
図２．長江から流入した植物プランクトンの多い水（白い海域）が
対馬海峡にまで達している（1998年8月）。 
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おわりに 
 人工衛星によって海の環境を調べる技術は、まだまだ生まれたば
かりです。もちろん人工衛星だけでわかることは多くはありません。
しかし、地球の約７割をも占める海は地球の環境を考える上では必
要不可欠であり、人工衛星のデータはそのもっとも有効な手段です。
船と人工衛星のデータを組み合わせて、我々の住んでいる地球の環
境の状態を知りながら、人間が生きていくことは、これからとても
重要になると考えられます。 
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